
編集委員会に出席するために，
毎月１回名古屋に行くこと，楽し

かったです．特に１年目は気楽な立場だったので，いい気
分転換になりました．八柳さんと一緒に帰る時のお喋り
や，神吉さんと新幹線の車中でビールを急いで飲んだこと
も良い思い出です．プラズマ関連分野の多くの方々と新た
に知り合いになれて，人脈が広がりました．京都で下車し
た後のソロラーメン，ショットバーでのウイスキー入りフ
ルーツカクテル，冬場はブランデーのお湯割り，この２年
間のささやかな楽しみでした．企画案の審議進行に関して
は，第１回目の説明がなされた時，全ての質問が出される
よう心掛けていました．営利が目的の書籍ではなく，会員
に送られる月刊誌，ボランティアでの製作活動，しかも小
さな学会，出来映えの良いものばかり作れたらこわいで
す．「６勝６敗の５割でいい，７勝５敗だったら御の字，こ
こ一番の月の時は必ず頑張る．」退任後に告白しようと思っ
ていました．最後に編集委員会にエールをお送りします．
企画は，①ここ１年程度に出た論文の日本語版，②未来の
研究者が今の時代の研究をさっと学べるレビュー記事，③
これは知っていたら良い事項，を中心に，編集委員の好み
でいいと思います．２年で交代，気負わず，知り合いを増
やしつつ，どうぞ楽しんでください．そして，後任に異な
る分野や企業の方も見つけてください．これが一番大切と
思います．和文誌記事のバリエーションを増やせば，本学
会の裾野もそれに対応して拡がると，私は信じています．

（比村治彦）

２０１５年７月から，プラズマ・核融合学会誌の編集委員
（２０１６年からは，発行幹事）を担当させていただき，あっと
いう間に時間が過ぎてしまいました．記事の企画に関して
様々な分野からの提案を拝聴し，校閲等の作業を担当する
ことで，実際の記事が提案されてから学会誌に載るまでの
プロセスを知りました．たくさんの人が真摯に取り組まれ
た結果，月々の学会誌が完成していることを実感できまし
た．ただ，もう一年お願いといわれたら，ちょっと考えて
しまいますが．とてもよい経験になりますので，皆さん編
集委員就任への打診がありましたら，ぜひ引き受けてくだ
さいますようお願いします．ところで，プラ核学会員の総
数は頭打ちとなっていて，今後は学生数と共に減少するこ
とも予想されます．会員数が均衡縮小していく中で，どう
やって学会誌の記事の水準を維持し，さらに発展させてい
くかは，将来の大きな課題です．この課題は，日本の将来
ビジョンとも関係していると思います．つまり，労働力人
口が減少する中で，どうやって日本の経済力を維持し，発
展させていくかという課題です．我々の分野で言い換えれ
ば，縮小均衡していく研究費で，どうやって研究の発展成
長を成し遂げるかという課題になります．これらは，すぐ
簡単に答えが得られる類の問題ではありませんが，やはり
これまで得てきた膨大な成果や知識を生かしつつ，研究や
技術の質を更に高める継続的な努力が必要となるのかなと
個人的には思います．今後の学会誌の更なる発展を祈りま
す． （清水昭博）
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